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表１　業種別（前年比較） ※( )内は死亡（内数）
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表２　事故の型別（建設業） ※表中の数字は人数、　( )内は死亡（内数）
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表３　災害程度別（建設業） ※表中の数字は人数、　( )内は死亡（内数）

18 26 39 12 6 1 102 (1)

45 44 93 39 20 5 246 (5)

27 24 44 28 9 2 134 (2)

90 94 176 79 35 8 482 (8)

表４　年齢別（建設業） ※表中の数字は人数、　( )内は死亡（内数）

3 (0) 14 (0) 15 (0) 21 (1) 23 (0) 26 (0) 102 (1)

4 (0) 53 (0) 35 (1) 51 (2) 52 (0) 51 (2) 246 (5)

2 (0) 22 (0) 14 (0) 34 (1) 42 (1) 20 (0) 134 (2)

9 (0) 89 (0) 64 (1) 106 (4) 117 (1) 97 (2) 482 (8)

表５　月別発生状況（建設業）

死亡増減数
（人）

全業種 5,967 100.0% 5,381 100.0% 586 6

令和３年統計確定値　※労働者死傷病報告によるデータ

業種別
令和３年 前年 前年比較

死傷者数（人） 構成率 死傷者数（人） 構成率
死傷増減数

（人）

3
建設業 482 8.1% 489 9.1% -7 (-4)

製造業 1,189 19.9% 1,119 20.8% 70

陸上貨物運送業 630 10.6% 594 11.0% 36

20 (-3)
(建築工事） 246 4.1% 280 5.2% -34 0建設業

の内訳

(土木工事） 102 1.7% 82 1.5%

(その他の建設） 134
2

林業 35 0.6% 37 0.7% -2 (-1)

2.4% 7 (-1)2.2% 127

2
保健衛生業 1,385 23.2% 1,036 19.3% 349 5

商業 884 14.8% 798 14.8% 86

※ 建設業における休業４日以上の死傷者数は、全産業の8.1％を占めています。このうち、工事の種類別では、建築工事における労
働災害が51.0％を占めています。また、建設業の死亡災害は８件発生（裏面に事例掲載）しています。

建設工事・事故の型別 死傷者数 (土木工事） (建築工事） (その他の建設）

1
その他 997 16.7% 961 17.9% 36 (-2)

接客娯楽業 365 6.1% 347 6.4% 18

墜落・転落 147 19 89 39

転倒 40 12 17 11

飛来・落下 47 12 22 13

崩壊・倒壊 9 5 4 0

激突され 9 2 4 3

はさまれ・巻き込まれ 47 15 22 12

切れ・こすれ 44 10 21 13

高温・低温の物との接触 6 2 2 2

その他 106 21 54 29

合　計 482 102 246

交通事故 27 4 11 12
※　「墜落・転落」災害が最も多く発
生しており、全体の30.5％を占めて
います。134

死亡 計

※　休業１か月以上と
なる災害が全体の
61.8％を占めていま
す。

土木工事

建築工事

その他の建設

合　計

建設工事・災害程度別
４日以上
２週未満

２週以上
１か月未満

１か月以上
３か月未満

３か月以上
６か月未満

６か月以上

60歳～ 計

※ 60歳以上の高年齢
労働者が全体の20.0％
を占めています。

土木工事

建築工事

その他の建設

合　計

建設工事・年齢別 ～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和２年 35 49 39 34 45 40 39 43 47 39 32 47

令和３年 35 54 36 36 28 45 47 46 53 30 38 34
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死傷災害 月別発生状況（建設業）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和２年 3 1 1 2 0 0 0 1 2 1 0 1

令和３年 0 0 0 0 1 1 1 3 0 0 1 1
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4 死亡災害 月別発生状況（建設業）
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グラフ 事故の型別（建設業）
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業　種 事故の型 起因物

月 時間 小分類 分類項目 小分類

1 5 12時台
建築設備
工事業

40代
10年超え
20年以下

とび工 墜落・転落 足場

足場の解体作業にて、足場本体から張り出したブラ
ケット部に設置された足場板上で、同足場板を固定し
ていた番線を切断し、立ち位置を変えたところ、足場
板がブラケット部を軸に天秤状態となり、足場板ごと９
ｍ墜落した。墜落時保護帽、墜落制止用器具は着用
していた。

2 6 9時台

鉄骨・鉄筋コ
ンクリート造
家屋建築工

事業

40代 20年超え 管理者 墜落・転落
屋根、はり、も
や、けた、合

掌

スレート屋根の上で、スレート屋根の交換作業の作業
指示や作業補助を行っていたところ、スレート屋根を
踏み抜き、約９ｍ下の床面のコンクリートに墜落した。
スレート屋根には、ごく一部に歩み板が設けられてい
たが、大半の場所に設置されていなかった。

3 7 10時台
その他の

建築工事業
60代

10年超え
20年以下

修理工 墜落・転落 足場

足場上で機械の支柱の補修作業を行っており、休憩
をとるために同僚に工具を手渡し、墜落制止用器具を
外した後、急にしゃがみこむような姿勢となり、そのま
ま倒れこむように約７ｍ下に墜落した。

4 8 16時台
上下水道
工事業

40代
６月超え
１年以下

機械設備
工

墜落・転落 開口部

建物地下４階の斫り工事により発生した廃棄物を、同
建物各階床面に設けた開口部から電動チェーンブロッ
クで地上に搬出した後、地下２階床面の開口部の蓋を
閉める作業を被災者と共同作業者が行っていたとこ
ろ、被災者がバランスを崩し、約10ｍ下の地下３階床
面に墜落した。開口部の周囲には墜落制止用器具の
取付設備を設け、被災者は墜落制止用器具を着用し
ていた。

5 8 12時台
その他の

建築工事業
30代

10年超え
20年以下

外構工
高温・低温の

物と接触
高温・低温環

境

アパート改修工事において、被災者は、体調が悪く
なったため、現場代表者にその旨を伝え、近くの自動
販売機まで飲料水を購入するために歩いていたとこ
ろ、道中で意識を失い倒れてしまった。熱中症と診断。

6 8 20時台

鉄骨・鉄筋コ
ンクリート造
家屋建築工

事業

40代 20年超え 土工 崩壊・倒壊 地山・岩石

配管敷設のため、ドラグ・ショベルにより溝掘削を行っ
ていたところ、溝掘削内の片側の法面が崩壊し、溝掘
削内に入っていた被災者が土砂に埋まった。掘削深さ
1.695ｍ。

7 11 9時台
電気通信工

事業
50代

10年超え
20年以下

作業者
はさまれ・
巻き込まれ

高所作業車

高所作業車を後退させ、ユニックに横付けしようとした
ところ、ユニックの操作盤付近で作業していた被災者
が、ユニックのアウトリガーと後退してきた高所作業車
の間に身体を挟まれた。

8 12 12時台
その他の

建築工事業
70代 20年超え サッシュ工 墜落・転落 はしご等

鉄骨２階建て建造物の新築工事において、８尺の脚
立に上り、１階部の梁に振動ドリルを用いて削孔して
いたところ、バランスを崩し、脚立ごと前方に倒れ転落
した。

建設業における死亡災害発生状況（兵庫県内）

件
数
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職　種 発生状況概要

令和３年統計確定※死亡災害報告によるデータ


